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〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

 FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

※お問い合わせ先　町土木建築課(担当・宮下) ☎32‐6707

　町では、令和3年度コミュ
ニティ助成(一般コミュニティ
助成)事業により、久々子区の
除雪機等を整備しました。

※ この事業は、財団法人自治総合センターが宝くじの収益の一部を財源として、宝くじ
の普及広報事業を目的として各種のコミュニティ活動を対象に助成するものです。

除雪機等を整備しました

　

冬
季
は
、
積
雪
に
よ
っ
て
水
道
検
針

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

･

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
を
除
雪
す
る

･

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い

積
雪
時
の
水
道
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
上
下
水
道
課(

担
当･

田
辺
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問

　

冬
季
は
、
気
温
の
低
下
に
よ
り
水
道
管

が
凍
結
し
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
水

道
管
が
破
裂
し
て
漏
水
し
た
り
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

● 

凍
結
を
防
ぐ
に
は

･

水
道
管
に
保
温
材
を
巻
く

･

就
寝
前
に
蛇
口
を
若
干
開
け
て
お
く

冬
季
の
水
道
管
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

町
上
下
水
道
課(

担
当･

橋
本
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問 ● 

万
が
一
、
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

水
道
管
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
、
ぬ
る
ま

  

湯
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
で
解
凍
す
る

● 

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止

  

め
て
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

  

修
理
を
依
頼
す
る

　

浄
化
槽
法
第
11
条
に
基
づ
く
、
年
１
回

の
検
査
案
内
が
指
定
検
査
機
関
よ
り
届
き

ま
す
。
同
封
の
は
が
き
に
よ
り
検
査
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
い
る
場
合

に
も
、
同
封
の
は
が
き
に
そ
の
旨
を
記
載

の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

対 

象　

法
定
検
査
未
受
検
の
方

浄
化
槽
の
検
査
案
内
が
届
き
ま
す

(

一
財)

北
陸
公
衆
衛
生
研
究
所

☎
０
７
７
６
︲
22
︲
０
４
９
１

問 ● 

検
査
内
容

　

外
観
検
査
、
水
質
検
査
及
び
書
類
検
査

※お問い合わせ先　 町教育委員会事務局 ( 担当 ･ 大同 )　 ☎ 32‐6708

オクトーバー・ラン＆ウォーク2021
　　福井県美浜町が総合1位になりました！

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
火
災
が
発
生

し
た
時
に
使
用
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

　

消
防
署
で
も
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、

作
業
が
間
に
合
わ
ず
、
火
災
発
生
時
に

消
火
活
動
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
火
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

お
近
く
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
︲
１
１
９
０

問

　

年
明
け
の
開
庁
日(

1
月
4
日
・
5
日)

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
窓
口
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
等
で
窓
口
に
お
越
し
の
際

は
、事
前
に
電
話
で
ご
予
約
い
た
だ
く
等
、

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
窓
口
の

混
雑
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
石
井)

☎
32
︲
６
７
０
３

問

大
雪
時
の
不
要
不
急
な
外
出
は

控
え
ま
し
ょ
う

　

気
象
台
で
は
、
短
時
間
に
大
雪
警
報
の

基
準
を
上
回
る
降
雪
が
予
測
さ
れ
る
時
に

は｢

顕
著
な
大
雪
に
関
す
る
気
象
情
報｣

を
発
表
し
、
大
雪
へ
の
一
層
の
警
戒
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

外
出
時
に
は
、
最
新
の
道
路
状
況
や
気

象
情
報
を
確
認
し
、
大
雪
時
に
は
除
雪
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
不
要
不
急
の
外

出
は
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

● 

今
後
の
雪(

降
雪
短
時
間
予
報)

を
公
開

　

今
年
度
冬
季
か
ら
、
降
雪
量
や
大
雪
の

地
域
を
き
め
細
か
く
予
想
す
る｢

今
後
の

雪(

降
雪
短
時
間
予
報)｣

を
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
積
雪
状
況
に
加
え
、
6
時
間
先

ま
で
1
時
間
ご
と
の
積
雪
や
降
雪
量
予
想

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

迂
回
路
の
検
討
や
除

雪
作
業
の
判
断
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

福
井
地
方
気
象
台

☎
０
７
７
６
︲
24
︲
０
０
６
９

問

↑今後の雪

運
転
免
許
証
の
返
納
をお

考
え
の
方
へ

↑整備した除雪機 ↑整備した草刈機

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
事
故
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
免
許
自
主
返
納
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
高

　

齢
者
で
、
自
主
返
納
す
る
意
思
が
あ
る
方

● 

対
象
者

 

① 

返
納
す
る
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
ま

で
利
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無

料
定
期
券
を
交
付(

免
許
証
の
有
効
期
限

が
1
年
未
満
の
場
合
は
1
年
間)

● 

内　

容

　

 

申
請
手
続
き
等
の
詳
細
は
、
町
住
民
環

境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
住
民
環
境
課(
担
当･

武
田
晋
︶

☎
32
︲
６
７
０
３

問

　

減
便
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
往
復
乗
車

券
の
引
換
券
と
美
浜
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
往
復
無
料
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
小
浜
線

　

乗
っ
て
み
よ
う
ク
ー
ポ
ン
券
を

配
布
し
ま
す

● 

配
布
場
所

・
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・
子
ど
も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

・
総
合
体
育
館

・
各
公
民
館

　

(

北
西
郷
・
南
西
郷
・
耳
・
山
東)

・
西
郷
健
康
ひ
ろ
ば

● 

有
効
期
限

　

令
和
4
年
2
月
28
日

　

※
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
は
1
人
1
回
限
り

● 

利
用
方
法

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無

　

料
乗
車
券
は
、
乗
車

　

時
に
運
転
手
に
渡
し

　

て
く
だ
さ
い
。

・ 

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
切
符
無

　

料
引
換
券
は
、
美
浜

　

駅
窓
口
で
切
符
と
交

　

換
し
て
く
だ
さ
い
。

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

担
当･

川
畑
︶

☎
32
︲
６
７
０
１

問

　令和3年10月の1カ月間に開催された日本最大級の市民参加型オンライ
ンスポーツイベント｢オクトーバー・ラン＆ウォーク2021｣において、参加し
た345自治体の中で、福井県美浜町が全国自治体対抗戦の部で総合1位とな
りました。
　この表彰は、ウォーキングの部とランニングの部をそれぞれの人口により
クラス分けし、参加住民の平均歩数や累計歩数、距離、住民人口あたりの参加
率等の6部門の獲得ポイントをランキング化したものです。
　福井県美浜町は、多くの町民の皆さんにご協力をいただいた結果、6部門の
うち、4部門において全国1位(※)となり、総合1位を獲得しました。

ウォーキングの部 ランニングの部

1位 福井県美浜町

2位 京都府京丹波町

3位 福井県永平寺町

住民参加者全員の
累計歩数

1位 福井県美浜町

2位 山形県大蔵村

3位 福井県池田町

住民人口あたりの
参加率

1位 福井県美浜町

2位 長野県辰野町

3位 高知県安芸市

住民参加者全員の
累計距離

1位 福井県美浜町

2位 島根県西ノ島町

3位 福井県高浜町

住民人口あたりの
参加率

※ 人口が 2万人未満の部でのランキングとなります。

② 
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
2
万
円
分
、

そ
の
配
偶
者
で
運
転
免
許
非
保
有
者
に

1
万
円
分
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付(
有
効
期
限
な
し)

 R小浜線

 乗車時、運転手にお渡しください。

 予約方法は裏面をご覧ください。

 効期限： 4.2.28

 浜町コミュニティバス

　無料乗車券（行き）

 JR美浜駅窓口で切符と交換して
ください。

 裏面に利用区間、氏名を記入して
ください。

 JR美浜駅窓口で切符と交換して
ください。

 裏面に利用区間、氏名を記入して
ください。

乗ってみよう
クーポン券

 効期限： 4.2.28 効期限： 4.2.28

Ｊ Ｒ 小 浜 線 切 符

　無料引換券（往復）

 乗車時、運転手にお渡しください。

 予約方法は裏面をご覧ください。

 効期限： 4.2.28

 浜町コミュニティバス

　無料乗車券（帰り）

 R小浜線

乗ってみよう
クーポン券

 R小浜線

乗ってみよう
クーポン券

 予約便のご予約

☎  2-5500
ご予約は乗車便始発の

1時間前まで  ）

 予約便のご予約

☎  2-5500
ご予約は乗車便始発の

1時間前まで  ）

＜利用区間＞

　　　　駅～　　　　駅

 受付時間 7:00～18:10

おとな ・ こども

氏名

金額 円

 オモテはミシンのラインを印刷で入れる↑クーポン券

　

※ 

引
換
券
の
裏
面
に
利
用
区
間
と
氏
名
を

　
　

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

1
月
18
日(

火)

午
後
7
時
～
8
時

● 

日　

時

● 

会　

場

な
び
あ
す

● 

対　

象

　

 

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

● 

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

四
ツ
谷)

☎
32
︲
６
７
０
４

問 ● 

申　

込

1
月
11
日(

火)

ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

美
浜
町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設

こ
る
ぱ
の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆ 

お
正
月
太
り
解
消
！
腸
活
を
学
ぼ
う

　
　
　
　
　
　

腸
内
環
境
改
善
セ
ミ
ナ
ー

1
月
22
日(

土)

　
　
　
　

午
後
2
時
～
3
時

● 

日　

時

● 

会　

場

こ
る
ぱ

◆
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

1
月
15
日(

土)

午
後
2
時
～
3
時
30
分

● 

日　

時

● 

会　

場

こ
る
ぱ

● 

講　

師

小
畑
早
綾
香
氏(

マ
カ
ヒ
キ)

● 

費　

用

６
０
０
円(

材
料
費
込
み)

● 

定　

員

先
着
12
名

● 

申　

込

こ
る
ぱ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

講　

師

宮
原 

操 

氏

(

ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

● 

講
習
料

１
，
０
０
０
円

● 

申　

込

こ
る
ぱ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

ク
ッ
キ
ー
の
追
加
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設
こ
る
ぱ

☎
32
︲
２
１
５
５

問

○
育
児
講
座

◆
子
育
て
ト
ー
ク

1
月
18
日(

火)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

● 

日　

時

● 

対　

象

町
内
在
住
の
親
子

● 

会　

場

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

● 

内　

容

講
師
が
子
育
て
の
悩
み
を
聞

き
、ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

● 

定　

員

先
着
10
組

● 

申　

込

12
月
21
日(

火)

～

1
月
12
日(

水)

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･

加
藤)

☎
32
︲
０
１
９
２

問

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
冬
の
園
内
散
策
ツ
ア
ー

1
月
15
日(

土)

午
後
1
時
30
分
～
3
時

● 

日　

時

● 

定　

員

10
名

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
︲
６
１
６
２

予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー

は
、
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
Ｆ

Ａ
Ｘ(

47
︲
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー
ル

(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
七
草
が
ゆ
と
か
ぶ
ら
蒸
し
づ
く
り
教
室

①
1
月
8
日(

土)

　

午
前
10
時
～
正
午

②
1
月
9
日(

日)

　

午
前
10
時
～
正
午

● 

日　

時

● 

定　

員

各
日
8
家
族(

グ
ル
ー
プ)

● 

定　

員

20
名

● 

費　

用

３
０
０
円

● 

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

※ 

天
候
に
よ
っ
て
は
、
園
内
散
策
の
み
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

園
内
の
ハ
ー
ブ
園
や
野
菜
畑
等
を
散
策

し
な
が
ら
、
冬
を
耐
え
て
い
る
植
物
を
観

察
し
ま
す
。

　

散
策
後
は
、
園
内
で
摘
み
取
っ
た
ハ
ー

ブ
で
入
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

と
ぜ
ん
ざ
い
を
味
わ
い
ま
す
。

　

春
の
七
草
が
ゆ
の
お
餅
と
か
ぶ
ら
蒸
し

を
作
り
ま
す
。

● 

費　

用

1
家
族(

グ
ル
ー
プ)

　
　
　
　
　

１
，
２
０
０
円

● 

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

● 

講　

師

林 

恵
子 

氏

(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

イ
ベ
ン
ト･

行
事

募
集･

申
請
等

令
和
4
年
美
浜
消
防
団

出
初
式
を
開
催
し
ま
す

1
月
9
日(

日)

午
前
10
時
～
11
時
30
分

● 

日 

時

● 

内
容･

場
所

①
一
斉
放
水　

午
前
10
時
～
10
時
10
分

(

耳
川
橋
南
側
耳
川
左
岸)

②
分
列
行
進　

午
前
10
時
30
分
～
10
時
40
分

(

は
あ
と
ぴ
あ
東
側
町
道)

③
観
閲
式　

午
前
10
時
50
分
～
11
時
30
分

(

美
浜
消
防
署
西
側
消
防
訓
練
場)

※ 

悪
天
候
の
場
合
、
は
あ
と
ぴ
あ
で
実
施

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
︲
１
１
９
０

問 ● 

そ
の
他

　

荒
天
ま
た
は
災
害
等
の
発
生
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
会
館｢

講
正
学
舎｣

は
、
令
和
4

年
4
月
の
入
舎
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

講
正
学
舎
は
、
旧
小
浜
藩
の
藩
校
名
を
冠

す
る
学
生
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

(

公
財)

雲
浜
奨
学
会･

講
正
学
舎

☎
03
︲
３
３
２
７
︲
７
８
０
０

問 ● 

募
集
人
数　

男
子
若
干
名
、
女
子
3
名

学
生
会
館｢

講
正
学
舎｣

　
　
　
　

入
舎
生
募
集
の
お
知
ら
せ

福
井
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

募
集
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
声
を
施

策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
普
段
暮
ら
し

て
い
て｢

こ
の
広
告
お
か
し
い
な｣

や﹁
こ

の
商
品
危
な
い
な｣

そ
ん
な
思
い
を
抱
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
の
声
で
暮
ら
し
を
も
っ
と
快
適

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
、
お
気
軽
に
住
民
環
境
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
津
原)

☎
32
︲
６
７
０
３

問 ● 

募
集
期
限　

令
和
4
年
1
月
19
日
ま
で

令
和
3
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
世
帯(

保
護
者
の
所
得
が
児
童
手

当(

本
則
給
付)

の
支
給
対
象
と
な
る
金

額
と
同
等
未
満
の
場
合)

に
対
し
、
対
象

児
童
1
人
に
つ
き
10
万
円
の
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

　

左
記
の
方
は
、
支
給
に
当
た
り
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
健
康
福
祉
課

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
窓
口(

担
当
・
山
口)

☎
32
︲
６
７
０
４

問

･
  

令
和
3
年
9
月
30
日
時
点
で
、
高
校
生

(

平
成
15
年
4
月
2
日
～
平
成
18
年
4
月

1
日
生
ま
れ)

の
み
を
養
育
す
る
世
帯

･
  

所
属
庁
か
ら
児
童
手
当(

本
則
給
付)

を
受
給
し
て
い
る
美
浜
町
在
住
の
公
務

員
世
帯

･
  

児
童
手
当
に
係
る
申
請
が
ま
だ
お
済
み

で
な
い
世
帯

･
  

出
生
に
よ
り
令
和
3
年
11
月
1
日
以
降

に
児
童
手
当
の
手
続
き
を
し
た
世
帯

● 

申
請
が
必
要
な
方

※ 

令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児
ま
で

が
今
回
の
給
付
金
の
対
象
で
す
。

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を現役世代みんなで支
え合おうという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の学生･農林漁業者･自営業者･無職の方等(国民年金第
1号被保険者)は、国民年金に加入することが義務付けられています。

● 学生納付特例制度とは
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
● 納付猶予制度とは
　学生でない50歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

国民年金のポイント

｢学生納付特例制度｣と｢納付猶予制度｣

● 将来の大きな支えになります
　国が責任をもって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
● 年金は老後のためだけのものではありません
　国民年金には、65歳から受け取りできる老齢年金のほか、若い方でも万が一のときに受け取り可能
な｢障害年金｣や｢遺族年金｣があります。

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所  ☎ 23‐9904
　　　　　　　　　町住民環境課 ( 担当 ･ 石井 )　 ☎ 32‐6703

20歳になったら国民年金
● 

申
請
期
限

令
和
4
年
3
月
31
日

※ 

グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
2
～
4
名
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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きいぱす ECOフェス
身近なことからカーボンニュートラル

↓タブレット端末を操作する参加者

　12 月 6 日と 7 日に、美浜町議会用のタブレット端末
操作説明会が町役場で開催されました。
　このタブレット端末は、美浜町議会のペーパーレス化
に向けて導入されたもので、美浜町議会議員と理事者に
1 人 1 台ずつ貸与されています。
　研修会の参加者は、電子化された資料の操作方法等を
学び、円滑な議会運営に備えていました。

　11 月 27 日と 28 日に、ECO フェスがきいぱすで開
催されました。
　当日は、カーボンニュートラルにつながる体験や学び
として、人力発電やソーラー工作の体験コーナー、チャ
レンジラリー、ECO マジックショー等が催されました。
　来場者は、さまざまな体験等を通して、カーボンニュー
トラルへの理解を深めていました。

美浜町議会のペーパーレス化に向けて

タブレット操作研修会

↓人力発電コーナーで発電を体験する来場者

↑ソーラーミニカーを組み立てる来場者

↓啓発物品を配布するキャンペーン隊

せせらぎ保育園  防火教室

↓消火器の使い方を学ぶ園児たち

　11 月 8 日に、幼年消防クラブ防火教室がせせらぎ
保育園で開催されました。
　同教室は、園児たちに正しい消防の知識を身に着け
てもらおうと、美浜消防署が実施しているものです。
　園児たちは、避難や消防車の乗車、防火服の着装等
を体験した後、防火紙芝居やカードゲーム等を通して、
楽しみながら知識を深めていました。

　12月3日に、第73回人権週間の街頭啓発キャンペー
ンの出発式が町役場で行われました。
　同キャンペーンは、キャンペーン隊が町内各所をま
わり、人権の啓発活動を行うもので、人権週間の開始
に合わせて毎年実施しています。
　キャンペーン隊は、出発式の後、企業や学校等を訪
れ、啓発物品の配布や呼びかけを行っていました。

人権週間街頭啓発キャンペーン

↓新鮮な野菜を買い求める来場者

　11 月 28 日に、美浜ハートフル朝市の感謝セール
が久々子の水神公園広場で開催されました。
　同朝市では、4 月から 11 月の毎週日曜日に地元農
家や漁業団体らが新鮮な食材等を販売しています。
　感謝セールには、町内外から約 100 人が訪れ、新
鮮な野菜や魚介類等を買い求めたほか、来場者への花
苗プレゼントや抽選会も行われました。

ハートフル朝市 感謝祭
美浜の旬が一堂に

↓ピンを倒して得点を争うモルックを楽しむ参加者

　12 月 11 日に、大人も子どももごちゃまぜ学校祭
が北西郷公民館で開催されました。
　同イベントは、働く女性や子どもが活躍する場の創
出を目的に遊

あ そ び ば

Viva 美浜実行委員会が開催したもので、
当日は多くの家族連れ等で賑わいました。
　来場者は、飲食コーナーや占い、セラピー、子ども
屋台等、さまざまなブースを楽しんでいました。

小さな頃から火の用心

人権意識の向上を

↑当日の様子は
　こちら

↓来場者を魅了する3人(左から小室等さん、坂田明さん、林英哲さん)

　12 月 4 日に、｢ 人権のつどい 2021｣ がなびあすで
開催されました。
　当日は、人権作品の表彰式や展示が行われたほ
か、小室等さんや坂田明さん、林英哲さんによる trio 
session が行われました。
　来場者たちは、めったに聴くことのできない 3 人の
奏でる音楽に酔いしれていました。( 関連第 27 頁 )

人権のつどい2021
3 人で奏でるハーモニー

大人も子どももごちゃまぜ学校祭
遊 Viva 美浜


